
残
そ
う
未
来
へ

鉄
砲
町
の
町
並
み

―
「
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
制
度
」
の
導
入
検
討
へ―

　

島
原
城
築
城
の
と
き
、
外
郭
の
西
側

に
、
島
原
藩
の
徒
士
屋
敷
が
作
ら
れ
ま

し
た
。
下
の
丁
、中
の
丁
、古
丁
に
加
え
、

寛
文
９
年(

１
６
６
９
年)

に
松
平
忠
房

が
入
封
し
て
か
ら
、
新
た
に
下
新
丁
、

上
新
丁
、
新
建
が
建
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
一
帯
は
「
鉄
砲
町
」
と
も
呼
ば
れ
、

現
在
も
、
当
時
の
敷
地
割
が
残
り
、
古

い
建
物
や
石
積
が
見
ら
れ
ま
す
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
平
成
19
年
か

ら
平
成
20
年
に
か
け
て
、
伝
統
的
建
造

物
群
と
し
て
の
鉄
砲
町
の
価
値
を
把
握

す
る
た
め
、
鉄
砲
町
伝
統
的
建
造
物
群

保
存
対
策
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。
こ

の
調
査
は
、
鉄
砲
町
全
域
を
対
象
と
し

て
、
初
め
て
実
施
さ
れ
た
本
格
的
な
学

術
調
査
で
す
。

　

対
象
区
域
の
住
宅
建
築
46
棟
41
軒
を

調
査
し
た
結
果
、
主
屋
の
建
築
年
代
は
、

15
棟
が
江
戸
期
、
10
棟
が
明
治
期
、
６

棟
が
大
正
期
、
15
棟
が
昭
和
前
期
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。
さ
ら
に「
成

立
時
期
が
江
戸
期
に
遡
る
街
路
と
そ
の

中
央
を
貫
流
す
る
用
水
を
軸
と
し
た
武

家
屋
敷
地
を
基
盤
と
し
て
、
江
戸
期
か

ら
昭
和
前
期
に
か
け
て
建
設
さ
れ
た
武

家
住
宅
や
近
代
住
宅
な
ど
の
多
様
な
屋

敷
構
え
が
織
り
な
す
歴
史
的
景
観
が
残

さ
れ
て
い
る
点
」
に
伝
統
的
建
造
物
群

と
し
て
の
鉄
砲
町
の
特
質
が
認
め
ら
れ

ま
し
た
。

　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
の
調
査
結

果
に
基
づ
い
て
こ
の
価
値
あ
る
町
並
み

を
未
来
へ
残
し
て
い
く
た
め
に
、「
伝

統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
制
度
」
の
導

入
に
関
す
る
検
討
を
地
域
の
皆
様
と
と

も
に
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
本
調
査
結
果
の
報
告
会
と
町

並
み
保
存
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
の

講
演
会
を
次
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。

伝
統
あ
る
島
原
の
町
並
み
を
知
る
良
い

機
会
で
す
。
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

鉄砲町の武家住宅は、通りの東側と西側で建築形式が違う！
(『島原市鉄砲町伝統的建造物群保存対策調査報告書』より )

　江戸期の住宅建築、すなわち武家住宅においては、南北に走る通りの東側宅地と西側宅地の住宅で、
建築形式に大きな違いがあることがわかりました。それは、東側宅地では鍵型の屋根とする例が多く、
西側宅地はＴ字型とする例が多いということです。

通りの東側宅地の武家住宅 通りの西側宅地の武家住宅

旧山本家復元図
※所在地は次ページ図中の①

旧篠塚家復元図
※所在地は次ページ図中の②

鍵 

型
Ｔ
字
型

て  

っ  

ぽ  

う  

ま  

ち

残
そ
う
未
来
へ

鉄
砲
町
の
町
並
み

―
「
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
制
度
」
の
導
入
検
討
へ―

て  

っ  

ぽ  

う  

ま  

ち

例えば
調査でこんなことが
わかりました！
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●元治２(1865) 年　鉄砲町復元図
この時期、鉄砲町には 690 戸もの武家屋敷が建ち並んでいたと言われています。水路もそれぞれの通りの中央を流れてい
ました。街路や町割は現在までほぼ変わらず引き継がれています。(『島原市鉄砲町伝統的建造物群保存対策調査報告書』より )

　
町
並
み
を
守
る
制
度
の
一
つ
と
し

て
、
文
化
庁
の
「
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
制
度
」
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
地
域
の
歴
史
や
文
化
を
伝

え
る
貴
重
な
町
並
み
を
保
存
す
る
た

め
、
地
元
住
民
の
主
体
性
と
合
意
に
基

づ
き
、
国
や
県
、
市
町
村
が
保
存
地
区

の
ま
ち
づ
く
り
を
支
援
す
る
制
度
で

す
。

　
市
町
村
が
定
め
た
「
伝
統
的
建
造
物

群
保
存
地
区
」
の
中
か
ら
、
価
値
の
高

い
も
の
を
「
重
要
伝
統
的
建
造
物
群
保

存
地
区
」
と
し
て
国
が
選
定
し
、
財
政

的
支
援
や
技
術
的
指
導
を
行
い
ま
す
。

　
近
年
で
は
、
平
成
17
年
に
雲
仙
市
国

見
町
の
神
代
小
路
が
重
要
伝
統
的
建
造

物
群
保
存
地
区
に
選
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
保
存
地
区
内
に
お
い
て
は
、
建
物
の

外
観
や
自
然
物
な
ど
、
す
べ
て
の
景
観

に
関
す
る
変
更
に
申
請
・
許
可
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
一
方
で
、
経
費
の
一
部

補
助
な
ど
の
町
並
み
を
守
る
た
め
の
支

援
や
税
の
優
遇
措
置
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
、
全
国
に
は
、
91
の
重
要
伝
統

的
建
造
物
群
保
存
地
区
が
あ
り
、
県
下

で
は
、
神
代
小
路
の
ほ
か
に
、
長
崎
市

南
山
手
、
東
山
手
、
平
戸
市
大
島
村
神

浦
が
選
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
並
み
を
守
る
制
度

　―
  

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
制
度
と
は ―

鉄砲町の町並み保存を考える講演会

と　き　10 月８日 ( 土 )　13 時 30 分
ところ　島原文化会館中ホール
内　容
  第一部　鉄砲町調査報告会（鉄砲町伝統的建造　
　  　　　  物群保存対策調査の結果報告）

  　講師　長崎総合科学大学　林　一馬先生

  　　　　熊本大学　伊東龍一先生

  　　　　佐賀大学　三島伸雄先生

  　　　　久留米工業大学　大森洋子先生　

  第二部　まちなみ保存講演会（全国的なまち　  
　  　　　  なみ保存の動きと大分県臼杵市におけ

　  　　　  る取り組み）

  　講師　全国町並み保存連盟　齋藤行雄先生

●問い合わせ
　島原市教育委員会　社会教育グループ
　☎68-1111　内線 652

①

②

①

②

①現在の旧山本家所在地　②現在の旧篠塚家所在地

3 平成23.９.


	20110901
	20110902
	20110903
	20110904
	20110905
	20110906
	20110907
	20110908
	20110909
	20110910
	20110911
	20110912
	20110913
	20110914
	20110915
	20110916
	20110917
	20110918
	20110919 
	20110920
	20110921
	20110922
	20110923
	20110924
	20110925
	20110926

